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編集後記

最近協議会で問題となるのは、協議会活動を消費行動とみなして、会費を支払うことで義務を果たし

たとみなされる向きが多くなっていると感じられることである。知っておいていただきたいのは、運営

している人たちも会費を等しく払っていて、一銭も受け取っていないという当たり前の事実である。

そもそも図書館協議会は、みんなでお金と労力を出し合い、医療情報にかかわる知識の取得や資料の

相互利用、図書館員の研錨などを行って、各図書館や図書館員を充実させ、それが各病院ひいては医療

の充実につながると信じて始まったものである。しかしながら、そういった図書館協議会活動は、図書

館員が当該業務以外の仕事をしたり、病院の外へ出て行ったりすることを必要とし、図書館運営におけ

る人的・金銭的負担増など、一見病院の利益と相反するように見えるため、協議会に入って恩恵は受け

るけれど、協力はできないと断る病院が増えてきた。一部の病院図書館員たちだけが負担を背負うも、

そういった人たちの絶対数も減ってきており、結局協議会の運営そのものがたちゆかなくなってきてい

る。

医療情報というものが本当に病院に不可欠だと思うのであれば、病院として努力していただくべきこ

とがあるものとお考えいただきたい。

(増田徹）
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